
日

健康なからだをつくり、

高い教養をJ寺につける 0
1あらゆる機会をとらえ学習に励む

スポーツをさかんにし、すこやかな心とからだを

つくる。(大洲市民憲章)
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大
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地
造
成
第
一
期
工
事
を

一一一ヌコ
ls
ト
¥
パ
ベ
ν
1ボ
ー
ル
コ
h

ト一

1
J市
対
ち
も

3
f」」
五
時
間
生

t

J

一
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
i
ん
コ

i
ト
JF喜
一

型
車
生
関
東
B
傾

注

す

に

一

2
5、湯
内
に
対
応
駐
車
一

一
規
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

市
内
平
野
町
野

m
r訂
国
中
の
運
動
一
度
中
に
は
全
部
の
地
な
ら
し
を
終
わ
り
一
ヰ
主
将
来
の
計
画
、
ζ

レ
て
俗
育
館
t

…

関
は
、
現
在
一
以
一
円
け
道
路
の
工
事
が
一
野
球
場
と
陸
上
現
代
爆
を
完
成
さ
せ
た
一
ヲ
ど
と
の
呉
川
)
錦
、
斗
ャ
ン
ブ
娘
、
白
…

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
七
年
一
い
考
え
で
、
順
調
に
泡
め
ば
昭
和
四
十
一
笠
公
グ
利
回
し

ι臼
伏
、
告
別
行
川
ど
が
あ
一

ヘ
年
に
は
一
部
に
ヲ
い
一
hυ
ま
す
η

一

て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
一
昭
和
四
十
六
年
三
円
か
ら
用
地
買
収
一

の
使
間
に
供
す
る
こ
と
一
に
か
か
わ
約
一
一
十
七
ヘ
ク
不
ー
ん
の
広
一

が
で
き
る
あ
の
と
恩
わ
一
大
な
畑
地
が
よ
り
が
、
地
元
の
み
な
さ
ん
~

れ
ま
す
。
一
の
ご
協
力
に
よ
り
順
調
一
人
終
了
し
八
月
一

乙
の
公
聞
は
、
運
動
一
か
ら
立
木
の
取
除
ぎ
な
ど
、
工
事
に
-
一
相
一

施
設
主
エ
と
し
た
公
開
ず
し
て
い
v
ま

す

り

一

で
市
民
の
み
な
さ
ん
一
こ
の
事
業
は
犬
山
川
市
、
八
幡
渋
問
、
…

が
切
る
い
太
陽
の
下
で
一
喜
毒
、
一
政
宇
和
郡
、
西
宇
和
郡
の
と

自
然
の
緑
「
ト
出
ま
れ
、
一
域
市
川
対
凶
に
よ
る
一
部
事
務
引
合
で
一

清
い
大
気
の
中
で
、
一
λ

一
進
め
ら
れ
て
い
ま
FJO

一

品ハ
i
w
ソ
〆
に
税
し
み
な
が
一
広
大
な
規
模
と
自
然
環
債
に
…
尽
去
れ
一

ら
心
身
を
鍛
え
、
レ
ク
一
た
広
敬
市
町
村
岡
山
の
ス
ボ
ツ
の
仁
三
、
一

刀ェ
l
シ
ョ
シ
を
，
拾
し
一
タ
1
、
間
同
一
注
目
、
の
健
康
な
沢
一
と
信
一

ん
で
い
た
だ
く
し
た
め
の
一
一
川
の
向
ト
一
、
レ
タ
刀
ニ
l
uゾ
ョ
ン
の
喝

%
の
で
、
計
臼
さ
れ
て
一
レ
し
し
て
の
完
成
を
め
与
し
C
百
々
J
追

い
局
、
王
な
施
設
は
、
町
一
行
し
ご
い
J5uJO

球
場
、
既
上
続
技
鼠
の
一

ぽ
か
水
泳
ブ
ル
、
-
一
ノ
一

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
ば
か
り
で
と
さ
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ま
し
て
、
私
は
心
を
新
た
に
し
一
層
十
終
わ
り
に
臨
み
、
普
除
方
に
と
ら
れ

の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
一
ま
し
て
、
本
年
が
よ
り
よ
い
年
で
あ
り

す
の
で
、
ど
っ
か
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
一
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
年
頭
の
と
あ
い
さ

て
も
、
変
ら
ぬ
C
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
一
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ょ
っ
、
お
願
い
を
申
し
上
げ
わ
次
第
で
↑

日
工z

大
洲
市
議
会
議
長

待
望
の
第
十
国
立
青
年
の
家
敷

昭
和
凹
十
七
年
一
月
か

ら
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐

と
ん
地
第
三
百
二
十
施

設

隊

に

よ

フ

て

、

敷

地

造

成

工

事

の

一

部

と

し

て
三
万
五
千
立
方
ノ

i

ト

ル

の

切

取

り

工

事

を

開

始

す

る

こ

と

に

な

り

ま
し
た
。

第

十

国

立

青

年

の

家

は
、
昭
和
四
十
九
年
度

完
成
を
目
標
に
今
後
、

順
次
造
成

建
設
が
進

市 (J)人口 02月 1日)

人口 38.367人
男 18，121人女
世帯数 10 174世帯
面 積 240，93平方キロメートノレ

発行大洲市役所

編集企画室

一
ま
こ
と
に
ご
岡
山
医
に
た
一
え
な
い
と
〆
す
っ
一
注
ぐ
と
と
も
に
同
土
山
山
、
稲
川
凶
一
同

一
で
あ
り
ま
す
。
一
公
闘
の
態
的
、
必
劃
公
幽
の
選
初
、
ま

一
今
年
本
市
が
、
ま
ず
取
り
組
ん
で
ま
一
た
新
し
¥
森
外
会
闘
山
建
設
を
凶
つ

一
い
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
レ
r考
え
ま
す
一
て
い
ぐ
こ
と
で
の
り
ま
寸
ぐ

一
乙
と
は
、
新
し
い
四
阿
倍
司
を
築
き
あ
げ
h
u

一
さ
ら
に
、
楠
仰
薄
必
者
更
生
駒
訟
の

一
た
め
に
、
中
国
営
県
自
由
民
地
開
発
事
業
一
建
設
准
必
を
は
じ
め
、
社
ん
五
倍
判
仙
の
鼎
一
祈
り
印
し
上
げ
ま
す
。

一
を
は
じ
め
、
広
域
農
道
、
第
二
次
農
業
一
進
、
事
ず
小
字
校
一
位
険
笠
早
改
築
、
大
一
わ
か
大
世
間
も
、
市
政
施
行
以
来
十

一
構
造
成
宮
事
業
、
林
業
構
造
反
善
与
業
一
州
北
中
学
校
体
斤
館
の
忽
設
会
は
じ
め
一
七
年
余
、
そ
の
関
市
民
の
福
訟
摺
巡
の

明
け
ま
一
様
お
そ
る
い
で
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
一
当

ω強
刀
な
拙
巡
と
と
も
に
、
こ
れ
と
一
教
育
施
設
の
務
的
充
実
、
国
立
青
年
の
一
一
た
め
の
、
あ
ら
ゆ
る
諸
行
政
の
伸
山
止
を

し
て
お
め
一
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
一
あ
い
ま
っ
て
、
新
し
い
富
岡
山
形
態
の
確
一
荻
窪
設
の
推
必
住
み
よ
い
環
境
つ
く
一
一
図
ら
れ
、
ま
す
ま
す
隆
一
協
の
一
途
を
た

で
と
う
C
一
大
洲
市
も
市
民

ω皆
様
の
日
C
ろ
の
一
立
ま
た
、
農
工
一
体
の
開
発
を
図
る
た
一
り
の
た
め
に
市
遍

ω謹
畑

、

上

恐

喝

の

一

一

ど

り

つ

つ

一

J

め
り
ま
す
乙
と
は
、
而
民
の

ざ
い
ま
す
一
C
支
設
と
も
と
磁
力
に
よ
り
ま
し
て
、
一
め
に
す
で
に
決
定
を
見
工
お
り
ま
す
松
一
拡
帳
、
住
宅
の
建
設
、
お
よ
び
従
通
安
一
一
か
だ
が
た
の
惜
し
み
な
い
一
心
協
力
と
、

昭
和
四
一
豊
か
で
、
住
み
よ
い
理
富
市
を
め
さ
一
下
寿
電
子
工
業
の
岸
壁
出
を
推
進
し
一
憲
章
者
推
進
等
で
あ
り
ま
す
。
一
市
民
の
皆
さ
ん
新
年
お
け
ま
し
て
お
一
市
の
行
政
選
の
よ
ろ
し
さ
語
ら
れ

十
七
年
の
一
し
、
力
強
く
前
進
を
い
た
し
、
こ
の
よ
一
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
一
以
上
申
し
上
げ
ま
し
た
事
言
、
将
一
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
c

一
た
結
果
で
あ
り
ま
し
て
宗
に
た
え

輝
か
し
い
一
つ
な
中
で
さ
ら
』
雪
遂
げ
る
べ
在
、
商
工
業
一
近
代
伝
促
進
と
、
す
の
立
派
な
穴
洲
市
を
築
い
て
ま
い
り
一
重
に
ゐ
ふ
れ
る
雲
霊
え
、
皆
一
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

を
一
ま
す
た
め
に
、
今
に
し
て
や
り
遂
げ
な
一
様
万
の
と
清
福
と
と
繁
栄
を
心
当
市
議
会
も
、
昨
年
九
月
の
昨
例
会

?
=
=
r
a
f一一一一
7Eph--zキ
守
二
三
吉
田

';t一一一一
;Aviz=一
jaz一
一
;
臼
を
も
ち
ま
し
て
、
第
百
四
重
え
た
わ

片
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
も
歴
代

大
洲
市
で
は
、

議
長
を
は
じ
め
と
す
ふ
数
多
く
の
先
輩
罰
一
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
わ
一
ま
す
。
団
度
の
確
立
に
、
そ
の
他
肱
川
水
資
源
の
一
百
九
十
三
戸
総
車
業
賛
一
口
四
千
七

各
位
の
お
日
JE祈
り
に
よ
っ
て
?
団
体
の
一
新
し
い
年
、
昭
和
四
十
七
年
こ
そ
は
言
別
利
用
公
害
問
題
、
而
街
地
再
開
一
百
万
円
に
お
よ
主
雪
山
主
主

怠
思
決
定
機
関
と
し
て
の
議
出
の
確
立
一
当
市

ω躍
進
の
年
、
市
政
、
全
般
に
わ
た
一
発
、
お
よ
ぴ
交
通
安
全
型
商
事
業
の
榊
一
数
の
回
一
息
に
よ
い
ノ
t

い
よ
い
三
百
丁
す

の
も
と
、
議
会

ω円
借
な
辺
岳
、
さ
ら
一
る
内
容
充
実
の
年
で
も
あ
ろ
う
か
と
考
一
進
等
を
重
点
に
嵐
官
か
で
任
み
よ
い
辺
純
一
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

に
は
議
会
活
劇
を
泊
じ
℃
而
政
に
参
一
山
一
え
ま
す
の
で
、
市
民
の
付
託
に
こ
た
え
一
郷
実
現
に
努
力
を
い
た
す
所
存
で
T
三
一
計
聞
の
州
市
官
、
は
F
m
m
u
と
お
り
で
す
5

今
日
の
大
大
洲
市
実
現
に
す
ま
し
た
一
一
置
き
と
協
刀
し
な
が
ら
、
完
?
の
一
い
ま
す
の
で
、
何
と
喜
児
島
三
昔
話
直
ハ
十
五
日
ヘ

2
1

こ
と
を
、
私
は
誇
り
と
い
た
し
て
い
る
一
て
広
簡
囲
に
わ
た
る
関
空
罰
金
君
実
現
一
ご
ぺ
ん
た
つ
を
お
願
い

ωし
ト
庁
ゐ
丘
一
保
準
耕
区

O
L一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ほ

も
の
で
あ
り
ま
す
。
一
に
、
教
育
文
化
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
制
一
第
で
あ
り
ま
す
。
一
区
一
、
一
江
ヘ
ク
3
1
ル
、
ほ
場
三
ヘ
ク

一
?
年
、
若
年
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
一
庁

JJ川
-
U
J
f「
一

夜

在

草

花

十

八

2
7

一

ノ

¥
1
一

川

刈

阿

世

一

ト

ル

、

排

水

陥

十

、

六

キ

ロ

メ

i

i

ル

代
に
お
い
て
、
悩
み
は
多
、
J

」一

f
t

昨

年

は

経

済

的

に

も

政

治

的

に

斗

喜

一

土

地

基

盤

整

備

事

誌

に

着

工

一

U
U
1
F
H
J叩
白

川

の

多

か

っ

た

年

で

あ

っ

た

と

考

え

ま

す

一

一

イ

プ

ミ

よ

り

一

ピ

水

ず

る

も

の

で

あ

り

¥

が
、
大
過
な
く
越
年
す
る
乙
と
が
で
き
一
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
る
一
笠
宮
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
日
洲
町
十
九
問
自
立
工
J
す
る
予
定
で

ま
し
た
。
乙
れ
ひ
と
え
に
市
民
の
盟
問
一
新
日
白
地
区
土
地
慕
異
議
事
業
の
起
工
一
こ
の
事
業
は
、
昭
和
凹
十
五
年
八
月
一
す
。
ポ
聖
子
よ
い
完
成
に
よ
り
而
全
域
の

が
た
の
縫
か
い
G
支
援
の
た
ま
も
の
と
二
内
か
、
十
一
五
区
指
定
を
害
、
地
元
関
係
者
と
協
富
山
上
、
き
わ
め
て
大
き
な
開
発
言

一
議
を
し
て
い
た
も
の
で
、
地
区
間
積
七
一
が
閉
待
さ
れ
、
市
と
し
て
も
強
力
に
事

一
十
五
@
二
ヘ
ク
-
F
l
ル
、
関
係
農
家
三
一
業
推
進
に
あ
た
る
も
の
だ
す
。

め

ら

れ

、

施

設

の

内

容

と
し
て
は
、

四

百

人

を

収

容

で

き

る

本

館

を

は

じ
め
、
体
育
館
、

ン
ト
、

そ

の

他

の

施

設

あ

り

、

県

内

は

も

と

よ

り

、

県

外

関

係

者

か

ら

の

が
完
備
さ
れ
る
予
定
で

早
期
完
成
が
望
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

グ
ラ

昭
和
四
十
七
年
の
新
容
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
区
長
会
を
代
表
し
、
謹
ん
で

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す

輝
か
し
い
一
九
七
二
年
を
寿
ぎ
、
あ
一
た
に
し
て
、
市
の
末
端
行
政
伊
強
力
に

わ
せ
て
大
洲
市
の
限
り
な
い
進
展
を
お
一
推
進
し
市
政
進
展
の
た
め
最
大
の
努
力

抗
い
で
き
ま
す
こ
と
は
、
わ
た
く
し
の
一
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
な

心
か
ら
の
喜
ぴ
と
す
ゐ
と
こ
ろ
で
と
さ
一
に
と
ぞ
大
洲
市
政
書
肢
の
た
め
旧
年
に

一

い

ま

す

。

一

も

増

し

て

、

C
指
導
む
ベ
ん
た
つ
を
賜

一
社
会
情
勢
の
変
ぼ
う
に
伴
い
行
政
の
一
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
み
な

一
近
代
似
は
ひ
と
り
市
の
機
関
の
み
で
な
一
さ
ま
の
健
康
と
C
多
一
撃
を
お
祈
り
し
て

一
く
地
域
住
民
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
一
年
頭
の
C
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

国
道
一
九
七
号
線
か
る
の
取
付
け
道
路

頭
の
ご
あ
い
さ
つ

大
洲
市
区
長
会
長

F

仁上i
 

L
h
h
 

市
商
工
観
光
課

う
す
い
氷
か
は
っ
て
い
み
」

指
先
で
「
ポ
ン
ー
一
と
四
一
し
た

て
の
瞬
間
/

氷
は
び
っ
く
り
し
た
か
の
よ
う
に

到
工
亡
児
ず
で
ハ
つ
ピ

E
1
9
h
F
i
l
l
 

管問中~~1':立主主

一一評」
指
先
で
軽
〈
押
し
た
ぐ
ら
い

で
「
ま
さ
か
一
と
思
っ
た
だ
ろ

うーむ
し
ろ
私
の
方
が
ぴ
っ
く
り
し

た
の
か
も
守教
諭
田
苗
寄
男

つ

す

しi

菅
問
中
学
校
二
年

冨

永

加

代
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7三第 19 1号

12 

月

定

例

市

議

会

終

る

市
商
工
観
光
謀

共
同
商
庖
街
の
完
成
予
想

図

わ

二
百
四
十
万
五
千
円
な
ど
。

喜
多
小
学
校
施
設

整
備
委
員
会
条
例

市
営
住
宅
が

完
成
徳
森
団
地
に
初
戸

前
年
度
に
引
き
続
き
、
昭
和
四
十
六

年
時
事
業
と
L
て
建
設
を
だ
め
て
い
た

市
営
住
宅
二
十
戸
が
、
乙
の
ほ
ど
徳
森

団
地
に
完
成
し
ま
し
た
d

事
業
費
は
三
壬
二
百
五
万
一
千
円
で

あ
り
、
そ
の
震
設
資
金
の
一
部
は
国
庫

補
助
金
、
郵
便
局
的
簡
易
保
険
積
立
金

の
融
資
を
受
け
た
も
の
で
、
簡
易
耐
火

平
屋
建
て
一
一
戸
当
た
り
小
床
面
積
は
三

十
九
・
七
五
平
方
メ
ー
ト
ル
居
室
(
六

畳
.
四
畳
半
)
炊
事

場
、
浴
場
(
持
込
み
据

風
呂
-
、
便
所
等
が
そ

れ
ぞ
れ
先
備
し
て
い
ま

す。
当
団
地
は
、
前
年
度

建
設
し
た
も
の
と
あ
わ

せ
て
四
十
戸
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
後
も
、
増

大
す
る
佳
宅
の
需
要
に

対
処
で
き
る
よ
う
、
さ

ら
に
、
四
十
七
年
度
に

三
十
戸
を
持
層
設
す
る
予

定
で
あ
り
、
当
市
最
大

の
住
宅
団
地
に
す
る
計

画
で
す
。
市
総
務
課

式通園E

着

と

進

む

賠
富
士
山
農
地
開
発
事
業

と
こ
ろ

々

が
金
額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
あ

る
人
、
お
よ
び
雑
損
控
除
や
医
療

費
位
除
を
受
け
よ
'
っ
と
す
る
人

一
⑨
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

山
一
川
給
与
の
み
の
所
得
者
で
事
業
所
か

士
一
ら
給
与
支
転
報
告
書
の
提
出
が
あ

一
っ
た
人
、
お
よ
ぴ
税
務
署
へ
確
定

曹
国
一

一
申
告
書
生
提
出
し
た
人
。

む
一
⑨
申
告
期
限
三
月
十
五
日

進
一
⑨
申
告
相
談

と

き

一一

成造


